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応用心理学研究の歩み
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はじめに

昭和の初期，内務省社会局は青少年の職業指導相談の

業務の強化推進を計り，大阪府から鈴木信氏を嘱託に招

へいし，職業指導相談のための用具と して職業適性検査

の制定の必要を痛感していた。

また，内閣資源局では第一次欧州|大戦の終結後20年近

く経過し，再び大戦争が予想されるようになって，金，

物資に関する資源の調査を進めていた。そして今後勃発

するであろう戦争は国家総力戦となることが考えられ，

戦勝目的達成には単に金や物資の総動員だけでは足り

ず，人，労働力の総動員が必至であると考えられた。こ

れには戦争に縁遠い，しゃし品や不急不用品の生産に従

事する人や流通産業に従事する人びとをいわゆる軍需産

業へ配転，動員しなければならない。そしてこれらの人

びとが速かに生産力となるためには適者を適所に配置

し，これに適切な教育訓練を施す必要があるとされた。

そこで，内閣資源局は昭和9年内務省社会局，陸海軍

その他の関係官庁と打合せ協力し，職務分析並びにこれ

に対応する職業の適性検査とその基準の作成を計画し，

職業分析委員によってこれが実施に関する方針を協議指

導させた。

昭和10年5月，私，私と同期の櫛田利彦氏，土岐桂氏

(現大野桂氏)，倉田五郎氏， 坂田一氏の 5人が資源局嘱

託として採用され，総~~年部施設課に配属された。雑用の

補助として佐藤一定雇，調査研究の事務補助者として秋

山毅技手， 渥美立雄属， 足立栄震の援助を受けることに

なった。心理学出身の5人と佐藤雇には一室が与えら

れ，そこで調査研究の打合せ，資料の整理を行った。今
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日のように電子計算機はなく，高性能の電子式複写器も

ない時代であるから，すべて手集計，手動計算機，そろ

盤を使用し，ガリ盤謄写であった。

鈴木信氏は社会局からほとんど毎日数時間我々の部屋

に来られて，若い我々を熱心に監督し指導され，会議で

は誠意をこめた解説，説明をされた。

資源局での仕事は昭和12年3月で一応完成し，報告書

を提出した。

昭和12年6月，資源局での職業分析，職業適性研究に

関する事務は，かねての話し合いどおり，内務省社会局

に移管されることになった。櫛岡氏，大野氏，坂田氏は

辞して，私と倉田氏とが資源局からの残留者となり，狩

野広之氏と藤本喜八氏とが新に加わり，直接の上役は鈴

木信氏であった。

その後，職業適性研究事務は，臨時軍事援護部労務調

益課，厚生省社会局，職業部などと所属に変動があり，

狩野氏や藤本氏が他課へ移ったり，伊吹山太郎氏，原頚

四郎氏，小和田元彦氏その他数名の心理学出身者が技手

又，嘱託と して参加された。又寺田，安藤両技手は病死

されたが，戦争終結まで職業適性研究事務は私の仕事で

あった。

付言するが，終戦後一時職業適性研究は私の手からは

なれ，近藤貞次氏が所轄されたことがあったが，再び私

の手に戻った。しかしそれは研究のみで，実施は他の課

の所轄であった。

I. 資源局における調査研究

資源局における研究対象職業は， (1)旋盤工， (2) フ

ライス盤工， (3)仕上工， (4)組立工， (5)鍛工，(6) 

鋳物工， (7)木型工， (8)溶接工の8職業であるが，定

義を付けて限定した。



( 38 ) 

研究に協力し，被検者を提供した事業所は次の11工場

である。

株式会社新潟鉄工所蒲田工場

株式会社池貝鉄工所

株式会社芝浦製作所

株式会社日立製作所亀戸工場

日本車両製造株式会社東京支底

汽車製造株式会社東京支応

株式会社東京計器製作所

株式会社電業社原動機製造所

株式会社浅野造船所

永瀬鉄工所

増金鋳工所

職業分析.職業適性検査制定に際して最も肝要なこと

は職務分析である。資源局時代も内務省に移った後も我

々は新しい職業に対して適性検査を制定するときは必ず

職務分析を実施し，特に所要特質分析では単に観察分析

をするだけではなく ，適性能検査を該当職業の人びとに

課して，その人びとの検査結果を一般人の検査結果と比

較し，あるいは熟練者と普通工(見習工)と比較して，

観察分析の結果を検討した。

観察分析に使用した様式は次の 3表である(表 1，2， 

3)。

後には(社会局に移って後)次のような職業調査票を

使用した(図2)。

性能検査 :性能検査は第一次性能検査と第二次性能検

査とに分け，第一次性能検査は市販の検査器具を用い一

般的性能検査として全職業に実施した。第二次性能検査

は我々が実施した職務分析の結果から各職業の基本的要

素作業を取り入れて設計作成した職種模型性能検査と知

能検査とであって，知能検査は全職種に，職種模型性能

検査は該当職業のみに実施した。

第一次性能検査の被検者は次のとおり。

旋盤工 110，鋳物工 118，フライス盤工 47，木型工

38，仕上組立工 215，溶接工 40，鍛工 54，計622

実施した検査種目は

色盲検査，肺活量検査，握力検査，筋伸カ検査，辿路

検査，重量弁別検査，直線距離分割検査，空間弁別検査

円盤目測検査，紐掛検査，棒挿検査，糸挿検査，大小分

類検査，円盤揮入検査，カード分類検査，形態想像検査

(以上個別検査) (以下集団検査)

抹消検査，記憶検査，成人知能検査，機械的知能検査

(知能検査 ・第二次検査)

第二次性能検査の被検者は熟練工，普通工，見習工に

分けて出て来ている(表4)。

第二次性能検査の職種模型性能検査は次のとおりであ

るが，我々の考案になる特種のものであるから参考まで

図面も掲げることにする。

針金曲げ検査(仕上組立工，鋳物工)(図 1) 

旋盤工検査(旋盤工，フライス盤工)(図2)

カリパス検査(旋盤工，フライス盤工)(図3-a) 

心出し検査(旋盤工，フライス盤工)(図 3-b) 

言十数検査(旋盤工，フライス盤工， 木型工)(図 4)

組立検査(仕上組立工，木型工) (図 5)

狙準動作検査(仕上組立工)(図6-a) 

降下目測検査(鍛工，鋳物工)(図6-b) 

突カ調節検査(鍛工，鋳物工)(図7-a) 

明暗調節検査(溶接工) (図7-b) 

なお，一般人として， 11の青年学校生徒654名(内訳，

農業54，工業294，商業220，その他55)と東京都の4つ

の連隊から200名の除隊兵を検査した。

性能検査結果の検討

適性検査の結果は段階点 (-3，-2，-1，0，+1，

+2， +3)で現わし，後には0を10(2種の点を合計

する場合は0を5とする)とし， + 1を11，+ 2を13，

+3を14・・・ー -1を9，-2を8，-3を?と現わすよ

うにした。

各職業の点数と一般人(青年学校生徒)の点数とを比較

したり，熟練工，普通工，見習工の点数を比較したり，

技能優秀群と技能劣等群との点数を比較した。

各職種に対する適性検査の合格点及び標準点。

各職種に対して，第一次検査と第二次検査とを定め

た。第一次検査とは，各職種の優秀性能及び職工と して

必要な性能を検査するもので，大体職種別性能検査結果

の平均点から '/2シグマ下位の数値をとり，約70%の合

格者を予定した。第二次検査は第一次検査に合格した者

にのみ課すもので，各職種に対する適応度，技量の熟達

に関係する性能を検査し，各検査の合計点、に対して標準

点を定めた。すなわち，性能検査成績と技量との一致度

の割合に応じて各職種，各検査ごとに重みを付け，この

重みと職種別性能検査成績平均を得点に換算したものと

の積を求め，これを合計したものを標準点とした。又職種

別性能検査成績平均から 1シグマ下位を得点に換算した

ものとの積を求めて，これを合計としたものを最低点と

して，これに満たないものは不合格にすることにした。

かくして制定された職種別適性検査標準は次のとおり

である(表5)。

職種模型性能検査は社会局に移ってからの研究調査で

は使用されず，また，新に考案されることもなかった。



その理由は，

(1)模型性能検査は熟練者と未熟練者との間では成績

は確に差異が見られたが，ある程度技能が上達した者の

問では差異が見られなかった。

(2)検査が難しく，練習効果を除去するに長い練習を

必要として，実施に問題がある。

(3)作成に時間と費用とがかかる。

(4)おおぜいの人を検査するには一台や二台では間に

合わないからであった。

11. 社会局における調査研究

社会局に移って第 1年度の調査研究は次の事業所の協

カを得て実施された。

株式会社新潟鉄工所蒲田工場

株式会社芝浦製作所

富士電機製造株式会社

株式会社東京計器製作所

株式会社東京石川島造船所

鶴見製鉄造船株式会社造船部

株式会社日立製作所亀戸工場

株式会社池貝鉄工所

日本車両製造株式会社東京支底

汽車製造株式会社東京支庖

日産自動車株式会社

東京鉄道局大井工場

三菱重工業横浜船渠

富士通信機製造株式会社

対象職種と職種別人員

製図工 7 検査工 53 

さん孔工 68 仕上工 197 

携鉄工 79 鋲打工 68 

製かん工 26 その他 70 

女子 141 

平削工 63 

木工 91 

填隙工 49 

合計 771 

これに資源局時代に調査した職種についても整理し

て，再吟味することにした。

職務分析:新に対象とした職業については，分析票を

用いて職務分析を実施した。

使用した性能検査

(1)知能検査 (2)色盲検査 (3)援力検査

(4)背筋力検査 (5)糸挿検査 (6)糸掛検査

(7)大小分類検査 (8)カード分類検査 (9)空

問弁別検査 (10)円盤目測検査 (11)抹消検査

(図的

性能検査成績の吟味，適性判定基準:各職業別に優秀
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性能を検討し，検査成績と実務成績との比較(上群と下

群との比較)をして，第1次検査種目と合格点，第二次

検査種目と合格点と決定した。

第一次検査は工員として必要な性能及び各職種の優秀

性能を検出する。知能検査と背筋力検査とは全職種に共

通とした。合格点は評点と原点とを以って示した。

第二次検査は各職種に対する適応度，技量の熟達に関

係、する性能を検査するもので，第一次検査に合格した者

にのみ課す。標準点は各検査評点の合計点である。

次に各職業の適性判定基準を示す(表6)。

女子工員に対する性能検査:富士通信器製造株式会社

(100人)，株式会社東京計器製作所 (16人)， 日立製作所

亀戸工場 (10人)芝浦製作所 (10人)日産自動車株式会

社(5人)の協力を得て，女子工員に性能検査を実施した。

職種別人員は，次のとおりである。

製図工23，検査工18，さん孔工15，旋盤工，フライス

盤工10，プレス工10，東線工10，ハンダ工10，組立工

25，巻線工20，計141

笑施した性能検査は前記の11種である。

検査した職種別人員が少ないため，単に職種別点数が

出されたのみで，適職判定基準制定までに行っていな

レ、。

111. 昭和14度の調査研究

昭和14年度は下記事業所の協力の下に，調査研究を行

った。

鶴見製鉄造船株式会社

東京芝浦電気株式会社芝浦支社

日産自動車株式会社

三菱重工株式会社横浜船渠

保土ヶ谷曹達株式会社

株式会社東京計器製作所

東京鉄道局大井工場

日本電気株式会社

株式会社池貝鉄工所

藤倉電線株式会社

汽車製造株式会社

株式会社日立製作所

中島飛行機株式会社

立川飛行機株式会社

日本鋼管株式会社

昭和電工株式会社

昭和飛行機工業株式会社

日本鉱業株式会社日立鉱山

日本鉱業株式会社高玉鉱山
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三菱鉱業株式会社細倉鉱山

三菱鉱業株式会社直島製錬所

三井鉱山株式会社三池製錬所

研究対象職種と)，員は19職種 1428人である。

分析工103，金属試験工21，鉄木工55，銅工49，板金

工125，金属フ。レス工100，研磨工98，圧延伸張工110，

電線被装工97，撚線工18，塗装工132，メッキ工83，熱

処理工94，金属溶接工54，製鉄工76，製銅工62，非鉄金

属製錬工50，築炉工26，航空機組立工75，合計1428

職務分析は前述同様に実施した。

実施した検査種目は， 身長，体重，胸囲，肺活量，背

筋力，血圧，脈拍，色盲，知能，抹消，糸揮，紐掛，大

小分類，カード分類，型板の15種目で，検査には事業所

を管轄する県職業課，職業紹介所の職員が参加援助し

た。

例のとおり ，各職種の優秀性能により第 1次検査を，

技能伸展に関連する性能により，職種別適性検査を制定

した。

また，知能による金属工業主要職種の分類表を作ると

次のようになる(表7)。

IV. 女子従業者に対する職業適性
この調査は職業適性研究の最後となったものである。

その理由は国際状勢がきびしくなり，調査研究よりも実

施に移行せざるを得なくなったためである。

この調査研究は昭和15，16年の両年にわたって行われ

たものであり，職業分析，性能検査の実施，職種毎の優

秀性能の発見，実務技量と相関のある適性能の決定を行

って適性判定基準として，第一次検査と第二次検査とを

定めたことは既に記した男子従業者の場合と同様であ

る。

この調査では，学校児童生徒2300人を被検者とした。

協力した学校は次のとおり，

番町田民学校，緑国民学校， 北蒲国民学校，府中国民

学校，青梅国民学校，大門国民学校，荒川国民学校， 豊

島第二国民学校。 (初等科6年，高等科2年)

府立女子青年学校， 中野区実修女学校3 駒沢実務女学

校，滝野川高等実科女学校， JI頂心高等女学校，上里子高等

女学校，三輪田高等女学校， 山脇高等女学校， 目黒高等

女学校，忍岡高等女学校，府立第八高等女学校，府立第

三高等女学校 (2年 4年〉

調査に協力した事業所は下記43工場である。

片倉製糸株式会社尾沢製糸所

片倉製糸株式会社下諏訪工場

丸輿製糸株式会社

笠原製糸株式会社

日清紡績株式会社

東洋紡織工業株式会社

鐙淵紡績株式会社東京工場

鐘潟i紡績株式会社南千住工場

帝国製麻株式会社大阪工場

帝国人造絹糸株式会社岩国工場

大和紡績株式会社広島工場

三共製薬株式会社

森永製菓株式会社鶴見工場

明治製薬株式会社川崎工場

藤倉工業株式会社

株式会社明治ゴム製造所

東京護諜株式会社

東京芝浦電気株式会社川口工場

日本ベークライト株式会社

不二越鋼材工業株式会社

日本精工株式会社

トヨタ自動車工業株式会社

株式会社宮田製作所

株式会社服部時計応精工舎

東京航空計器株式会社

日本電気株式会社

沖電気株式会社

東洋通信機株式会社

富士通信機製造株式会社

松下無線株式会社

中央工業株式会社

株式会社日立製作所目立工場

株式会社明電舎

松下電器株式会社

日本光学工業株式会社

東京光学機械株式会社

富士光学工業株式会社

東京芝浦電気株式会社マツダ支社川崎工場

ナショナル電球株式会社

松下乾電池株式会社

古川電気工業株式会社電池製作所

古川電気工業株式会社横浜電線製造所

住友電気工業株式会社

研究対象職種及び人員は下記のとおり

記録工146，写図工55，試験工113，部品検査工266。

選別工141，包装工359，荷造工20，液薬小分工530

伸線工9，撚線工3，電線被覆工124，電球工140，編



組工49，人絹整理工61，繰糸工374，混打統工60，粒，

精紡工216，撚合糸工94，機織工204，機織準備工42，か

せ取り工276，巻返工80，その他紡織工690

旋盤工143，タレツト工43，ポール盤工113，フライス

盤工134，研磨工115，金属プレス工99，その他の機械工

26，点溶接工85，レンズ研磨工63，その他レンズ、工16，

硬石切断工23，巻線工147。

鋳物工53，鋲打工9，板金工10，ダイス工 3，絶縁工

54，配線工88，来線工16，充填工7，手仕上工65，機械

器具組立工233，通信機組立工163，ゴム製品工102，製

菓工16，塗装工80，メッキ工47，縫工20。

図l

ロ目
材料

封筒に入れてある針金5本(径0.7粍，長さ150粍)

手本1枚(右記のもの)

検査方法

5本の針金を指先にて手本に示す如き形に曲げさす。

所要時間10分(1本当り 2分)練習2本，採占、3本

i当2

旋盤工検査器(平面図)
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乾電池工111，管球部品仕上工63，電器組立工81，通

信機部品組立工53，煉圧仕上工59，裁断工14，マイカ工

19，印刷工10，整理工97，合計5412。

職種別適職判定基準は次のとおりである(表8)。

V. 労働省以前に制定された職業適性検査

前述して来たところから，戦時中に厚生省が定めた職

業適性検査の一部を示すと，図 9，10， 11， 13， 14の如

くである。

適職判定はn，m， VIに述べたところによることにし
である。

針金剛検査採出標準

9 点 7 占

。
3 点

[白

目
日

A 

A ---A 

B=~ 一二=B

一A.-----一一一一ーーミA
日駒田曹郡山ぬ ム 一『・司 日

竺士二 一一ーーーー-ーーー一一 ーー・H同町h・
A-__，N_ 命一一目 { ー … 一ーA

B晴←ーできB
A .，--..-._-"-…ー…… w 品切洲一伽 ~山 A

B二二ー主計二二三ミB
一『‘~-2 点
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図3-a

図 4

(1) 

47)97.29 

(4) 

3.6π万五百ー

(7) 

13.4了琵8.18

. (10) 

12.3日正蕊百

カリパス及びゲージ(ーを縮尺) 図3-b
心出検査器(正面図)

む圏

計数検査問題

(2) 

73了蕊主68

(5) 

3.9)276l.32 

(8) 

28.4月蕊三6"

No. 

(3) 

2.3日夜ゴ百

(6) 

22.4斤蕊在す

(9) 

30.7) 1068.43 

イ

イ大円盤

ロハンドル

ハ小 円盤

ニ指針

チ

ホ

ホゲージ

へ測定装置受け

ト 向上固定模

チ槌

組立検査器略図 図5

守三ヨ
恩馬夢
ゆ馬要

宅己己
感暗

号面白



図6-a

犯準動作検査器

ーーーー一一一 9!Omm_一一一一一一→
二二コc
鐘棒

図7-a 

突力調節検査器装置及び材料(略閲)

記録用紙

I ~3an 

一一-43an一一一

償
十辛

a 金属性円筒

b 記録円筒

c 遊悠

d パ不

図7-b 
明暗調節検査器

a.庁ラス窓 b.調節ハン ドノレ e.光度増減ハンドノレ

d.ベン e ドラム

図6-b
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降下目測検査器

-Z警務官由
(イ)ー・ ハンドノレ (ロ). .廻転車

(ハ)…降下棒(ニ) 滑車

(ホ)・ 槌 (へ) 支持台

(ト) 上部町枠 (チ) 止め金

(リ)......軸 (ヌ) 金敷

用紙
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表 2

作業調査 品、

匪二コ 作業分析票 11.1 1 

1体制1 11叫 11::1酬年月日|
l、使用機械器具装置

a 名称( )形式( )大サ(

b 補助器具( )附属品(

c 動力 極Ui(電力、燕気、内精其他)大サ( 馬力 屯)

2、製 品 (

a 材料 ー質 ( )形( )精度(上. 中、 下)

3、操作方法

a 協力形式 阜、 健( 人)並行、協力 (主又ハ従)

4 作業ノ客観的記述 |党エ | 

作業順序 身体的動作

5 作業要内

a 熟練ニ要スル期間及養成方法

b 作業ー於ケJレ難占、 勘所

c 優良工 ト劣等工トノ作業上ノ差異

u llin工ト iかす工 iノ性栴」ノ長見

精神的過程 |備 考

表 1

工場 調 査票

工場名

(ー) 本 工 4白

相 且習 工 J'， 主要職種
計 名

コニ 臨時工 名 i珪'"者世

散 女 工 名

(イ) 募集方法 職業紹介所 持政 其他(

(二) (ロ) 掠用方法 且習工一身体韓査、性能轍査、学科試験、( )口頭試問、履歴昔、面接

t* 罪人工ー身体精査性能楠査、宇判試験 ( )u頭試験 問歴書、商政.性能

m 熟練工一身体輸査性能鞭査、宇科試験( )口捌試問、隠歴l弘面説、技能

状 (ハ)掠周年齢 見習工一平均 歳 ( 首三 哉)

i)1 素人工ー平均 成 ( 議 一 ー 蒔)

執蹄工一平均 歳 ( 蔵 蹴)

( ニ{車時l 乍同) 定時間 時IHI(午前 時 一一午植 時

残業ノ有摂( ) 夜業ノ有栴(

(イ) 支払方法
(四)

時間給制 日給制 J1斡制 自白血軒f嗣l

(ロ)見習工 fJJ特 平均 ( ) 現 イl 平均 ( 

(ハ) 軍人工 初給平均( ) 現 。平均 ( 
(ニ) 執蹄工 初給平均 ( )現 在平均 (

銀

(丘、) 賞 与 見習工 本工 熟練工

(五) {イ) 韮成施設 有無 (名肱

葺成機関
(ロ) 見習工完成ノ方法及期間

(ハ) 葉人工短期養成ノ方法且期間

伴年(六制) 悼年市11ノ有無 ( 退職手当市lノ有無 ( 

福剰(七IJ:.施E } 

庁身( 八J也) 

(3l九也t ) 

.t. 
口、



表 3

所要性能調査表

匡二二コ性能分析 票 |工場名|
作業名 職種 目附 年月

漬官--き等 1 2 3 4 s 摘

A 身 長

IIs血 圧

身 C眠時(全身作輩)

体
D 肺活量

E m 力
自ワ F 背筋力

方
G l~ 力

H 色 神

商 I 聴 力

J 身体異常

i蔚

考
』 一
石r-、邑等 1 2 3 4 5 摘

イ蔚

云tf

II 
角 度

感覚
A目制長サ

精 密
知
B 触 圧 覚党

方 C 抵抗感覚
函 D 運動感覚

備

考

回
A 一般智 能

日 構 成力

知 C 工 夫力

的
口調察力

E 注意瞳中

項首________，塁等

F 注意範囲
方
G 理 解

要 H 1.世: 理

面 l 判 断

J ，e 憶
イ碕

考

W 
A 両手ノ共応

運 日寺ノ器 用

動ム日レE C作業T速度
力 動作 |確 度

方 日 動作ノ機敏
面 E 運動綱 節

f桁

考

要 高~二通
A 11 耐

V B 根 気

情
C 気骨ノ恒常

D 果 断

意 E 大 胆

自ヲ F 入 念

G 沈 活

方
トI 用意周到

面 1 整 頓

J 柔 傾

K 責 任 感

L 統率力

M 共向性

N虫害ニ対スル用心

イ蔚

考

2 3 4 

2 3 4 

5 摘

5 f高

要

要

品
u'; 
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図12

調 1裁 業 調 査 禁 エ
査者

場名

営業種目 産業穏別 大 f桔
中 "3Jf; 

作業場名 告申職名 場工職名

A 作業名 C 使用機械器具装置

B.作業内容

D 重ilJ1J

1.主作業 E 現在作業者ノ性別

2.従作業 F 単独又ハ組作業

G 資格及学歴 ト!転用シウル他ノ職業

A.現在ノ作業条件下ニ於ケル調査

1比較的短期/訓練デ代
・用シウルサ血ノ職業名 2.英ノ訓練期間

3女子使用ノ能否

5 男子労務者ノ使用年齢範囲

4 老少年工使用ノ能否

6様心ヲ置ケパ素人工デ
.モヤレノレ様ニシウルカ

B 作業条件ヲ改善シウルカ否力

l比較的短期ノ訓練デ代
用シ得ノ叶也ノ職業名

改善シタ場合ノ調査

5男子労務者ノ使周年齢範囲

2.其ノ訓練期間

4.老少年工使用ノ能否

6棒心ヲ讃ケパ素人工デ
.モヤレJレ様ニシウノレカ

3.女子使用ノ能否

同
川
川
口

表 4 表5

耳官 種 熟練工 普通工 見習工 Z十 職種別適性検査標準
旋盤工 30 15 15 60 1.旋盤工適性検資
フライス盤工 10 25 

第一次検査 聴 工 見 習 工25 15 15 55 (1) 慢械的知能 -1以上 -2以上立工 大物 24 13 13 50 (2) 肺 活量 却00国 以上 由回目 以上
鍛 エ 20 24 (3) 背筋力 110Kgr.以上 105 Kgr.以上52 

(4) カード分類 10以上 9以上鋳 工 23 21 16 60 
第二次検査

木 型 工 25 15 10 50 (1)心 l軍ミー 50溶接工 27 14 14 55 
(2) 糸 将軍ミ (1) 最 低 占回 重 ミ (1)綬低立 45
(3) 棉 抑宜ミ(1) 亜 ミ (1)合計 184 124 99 407 
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表 6
1 .旋盤工適性検査

第一次検査

(川能検査|9在
(2)背筋 力検 査 lO .<ii. 

(3) (2) 空間弁 ~IJ 検査 11点

第二次検査

(1)糸挿検査

(2)カード分類検査

(3)円盤目測検査

2. フライス盤工適性検査

第一次検査

職 工

-4以上 1 9点 以上 -2 以上以上

見 習 工

以上部・1;:::以下 IlO点
以上 121 Kgr 以上 1 9.<ii: 以上 108 Kgr. 以上

AV.0.21 m 以上 ・m.以下
MV.0.10m.m 

合計点 31 以上

職 工

合計点 33 以上

(1)知 能検査 IlO点 以上 0以上 111占以上 +4 以上

(2)背筋 力検 査 1 10占 以上 121 Kgr.以上 1 9点 以上 108 Kgr 以上

見習工

第二次検査

(1)知能 検査

(2)大小分類検査

(3)向盤 目測検 査

3.仕上工適性検査

第一次検査

( (1)知能検査

(2)背筋 力検査 I10点

(3)カード分類検査

(4)調盤目 測検査

第二次検査

(1)知 能検査

(2)抹消検査

(3)紐掛検査

(4)糸挿検査

(5)背筋 力検 査

4.木 型工 適性検査

第一次検査

合計占 30 以上

職 工

合計点 30 以上

見 習 工

。以上以上

9点 以上 110 Kgr.以上

I 鋲 0
10在 以上 i鋲 114秒以下

JAV.O.64 
lO .'.~ 以上 lMV.0.初 rn.m以下

合計点 51以上

見 習工

(1)知能検査 1 9布、以上 白 ー4 以上 I lO点以上 0以上

(2)背筋 力検査 IlO点 以上 121Kgr以上 I9点 以上 108 Kgr以上

第二次検査

(1)知能検査

(2)円盤目 測検査

(3)空 間弁別検査

9占 以上 -3以上 I10占

上

下

下

以

以

以hF
mm 

u
s
n
m同

k

l
ロ
回

M

3

・
z一回

1
0
0

u

u

h
…肌

wi
 

上

上

上

以

以

以
占

、

占

ハ
吋
d

n

吋
d

合計点 50 以上

1哉 工

合計占 30 以上 合計在 30 以上
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知
抹
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カ
相
続
空
知
株
紐
揖
空
媛

各職種 ~IJ 平均知能評点

職 種 人 只 平 l!oJ 標準偏差

製 図 工 5 12 4 089 
金属 試 験 工 14 11 5 Ll7 
フ ラ イ ス エ 11 11 3 1.16 
機械検 査 工 37 110 1.25 
分 析 エ 66 11 0 o 89 
木 型 工 33 105 139 
仕上組 立 工 126 10 5 1.26 
研 底 エ 69 10.4 1.11 
旋 盤 I 46 103 137 
航空機組立工 40 10 3 1 19 

71> 接 工 37 10 1 114 
熱 処 理 エ 71 10 1 110 
メ ン キ 工 66 100 109 
コ 4‘ 工 9 10 0 0.82 
木 工 42 100 l.12 
銅 エ 34 100 o 94 
板 金 エ 103 100 1 06 
君主 線 被 装 工 45 10 0 o 92 
撚 線 エ 10 9 9 1 05 
鉄 木 工 24 9 9 084 
塗 装 工 111 9 9 o 98 
築 炉 工 20 9.9 081 
金属プレス工 72 9 8 o 95 
平 出t 工 39 9 8 126 
非鉄金属製練工 29 9 7 0.86 
圧延伸 張 工 68 9 7 102 
携 鉄 工 34 9 6 1 19 
製 鋼 工 55 9 6 1 06 
ポ ー Jレ 盤 工 35 9 5 131 
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鍛 冶 工 16 9 4 1.12 
金属 ?喜 融 工 14 9 4 100 
鋳 物 エ 19 9 1 1.12 
製 古; エ 15 9 0 1.15 
鋲 fT 工 24 90 l. 37 
Jii b草 工 24 8 9 1.32 

全 判4 1，571 10 0 118 
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